
 

本給　×　12カ月

固定部分 変動部分

固定部分 変動部分 (業績反映部分)

 ＝ 賞与基準額 － RS × 6%  ＝ RS × 6% × 会社業績達成度
     × 個人業績率

リファレンス・サラリー (RS) ＝ 年収相当額

賞与支給額 

賞与基準額

賞与支給額

RS × 6%

2017年支払 45

2018年支払 76

2019年支払 70

2020年支払 51

2021年支払 37

2022年支払 38

2023年支払 69

2024年支払 106

2025年支払
(夏のみ)

125

2022年支払 64

2023年支払 80

2024年支払 96

2025年支払～ 100

日本IBM

キンドリルジャパン

ボーナス支払に使われた
会社業績達成度

６
月
10
日
は
夏
ボ
ー
ナ
ス

の
支
給
日
で
す
。
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン

か
ら
組
合
に
夏
ボ
ー
ナ
ス
回

答
が
出
ま
し
た
の
で
、
全
社

推
計
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

両
社
と
も
昨
年
よ
り
大
幅

ア
ッ
プ

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
２
０
２
５

年
夏
ボ
ー
ナ
ス
の
組
合
推
定

平
均
支
給
額
（
本
体
・
バ
ン

ド
７
以
下
一
般
職
）
は
、
１

１
５
万
５
千
円
（
２
．
５
１
ヶ

月
）
、
昨
夏
よ
り
15
万
円
の

大
幅
ア
ッ
プ
で
し
た
。

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

２
０
２
５
年
夏
ボ
ー
ナ
ス
の

組
合
推
定
平
均
支
給
額
（
本

体
・
バ
ン
ド
７
以
下
一
般
職
）

は
、
１
０
４
万
６
千
円
（
２
．

２
２
ヶ
月
）
、
昨
夏
よ
り
９

万
８
千
円
の
大
幅
ア
ッ
プ
で

し
た
。

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ラ
リ
ー

を
全
額
も
ら
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

２
０
２
４
年
支
払
ま
で
の

ボ
ー
ナ
ス
は
、
変
動
部
分

（
業
績
反
映
部
分
）
が
「
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ラ
リ
ー
（
Ｒ

Ｓ
）
×
６
％
×
会
社
業
績
達

成
度
×
個
人
業
績
率
」
と
い

う
計
算
式
（
下
図
参
照
）
で

計
算
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

Ｒ
Ｓ
と
同
額
の
年
収
を
得
る

に
は
、
会
社
業
績
達
成
度
、

個
人
業
績
率
と
も
に
１
０
０

％
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
左
表
の

通
り
、
２
０
２
４
年
支
払
ま

で
で
会
社
業
績
達
成
度
が
１

０
０
％
に
達
し
た
こ
と
は
２

０
２
４
年
支
払
ボ
ー
ナ
ス
の

１
回
し
か
な
い
う
え
、
、
個

人
業
績
率
は
毎
年
変
動
し
て

き
ま
し
た
の
で
、
Ｒ
Ｓ
を
全

額
も
ら
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

組
合
要
求
が
実
現

ボ
ー
ナ
ス
が
こ
の
よ
う
な

方
法
で
計
算
さ
れ
て
い
る
た

め
、
組
合
は
こ
れ
ま
で
会
社

に
対
し
、
年
収
が
安
定
的
に

増
え
て
い
か
な
い
こ
と
、
ま

た
個
人
業
績
率
が
０
％
な
ど

低
水
準
と
さ
れ
た
従
業
員
の

ボ
ー
ナ
ス
格
差
、
年
収
格
差

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
個
人
業
績
率
に
大
き

な
格
差
を
付
け
な
い
こ
と
、

ボ
ー
ナ
ス
制
度
を
改
善
す
る

こ
と
を
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
組
合
要
求
が

実
現
し
ま
し
た
。

ま
ず
キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ

ン
は
、
昨
年
12
月
27
日
に

ボ
ー
ナ
ス
制
度
改
定
を
発
表
。

こ
の
中
で
２
０
２
５
年
か
ら

賞
与
・
定
期
俸
に
反
映
さ
れ

る
会
社
業
績
達
成
度
を
基
本

「
１
０
０
」
と
し
、
個
人
業

績
は
反
映
し
な
い
こ
と
、
会

社
・
個
人
の
業
績
に
応
じ
た

ボ
ー
ナ
ス
は
現
行
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ

（
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通
の
ボ
ー

ナ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
だ
け
と

す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、

今
年
３
月
11
日
に
２
０
２
５

年
の
ボ
ー
ナ
ス
支
払
に
使
わ

れ
る
会
社
業
績
達
成
度
が

「
１
２
５
」
と
決
ま
っ
た
こ

と
を
発
表
。
さ
ら
に
同
13
日

に
２
０
２
５
年
７
月
１
日
付

の
報
酬
制
度
改
定
を
発
表
し
、

こ
の
中
で
賞
与
・
定
期
俸
の

変
動
部
分
を
廃
止
し
、
ア
ニ
ュ

ア
ル
・
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ラ

リ
ー
の
総
額
を
支
給
す
る
こ

と
、
会
社
・
個
人
の
業
績
に

応
じ
た
ボ
ー
ナ
ス
は
現
行
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
グ
ロ
ー
バ
ル
共
通

の
ボ
ー
ナ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

だ
け
と
す
る
こ
と
を
発
表
。

翌
14
日
に
は
２
０
２
５
年
６

月
支
払
の
賞
与
・
定
期
俸
の

個
人
業
績
率
は
一
律
１
０
０

％
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。

今
年
の
夏
ボ
ー
ナ
ス
回
答

は
、
上
記
の
組
合
要
求
の
実

現
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
従
業
員
の
皆
さ

ん
、
組
合
に
加
入
し
て
年
収

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

★本誌掲載記事の無断掲載・複写を禁じます。 連絡先メール： kumiai@jmitu-ibm.org

(1)２０２５年６月２日 か い な 第２４６６号

真実を伝える
組 合 機 関 紙

J M I T U ( 日 本 金 属 製 造
情 報 通 信 労 働 組 合 )
日 本 ア イ ビ ー エ ム 支 部

東京都港区赤坂2丁目20の6
5 F 〒 1 0 7 - 0 0 5 2
T E L : 0 3 - 3 5 8 3 - 9 0 3 7
F A X : 0 3 - 5 5 6 2 - 0 8 5 3

定価 月 500円

★ 「かいな」記事をWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２５年６月２日 か い な 第２４６６号(4)

今
年
も
新
入

社
員
を
迎
え
る

季
節
と
な
っ
た

が
、
人
員
の
確

保
に
は
企
業
は

苦
心
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
大
量
採
用
さ

れ
た
バ
ブ
ル
世
代
が
定
年
を

迎
え
始
め
、
続
く
就
職
氷
河

期
世
代
は
層
が
薄
い
。
た
だ

で
さ
え
そ
う
な
の
に
、
対
象

世
代
を
問
わ
な
い
リ
ス
ト
ラ

で
人
員
を
削
り
取
っ
て
人
手

不
足
に
陥
り
、
今
度
は
人
材

確
保
の
た
め
初
任
給
を
引
き

上
げ
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
30

万
円
を
超
え
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
バ
ブ
ル
期

の
よ
う
な
、
な
り
ふ
り
構
わ

ぬ
企
業
の
振
る
舞
い
に
は
違

和
感
を
覚
え
る
。
つ
ま
り
は
、

経
営
陣
と
し
て
は
、
ま
ず
は

頭
数
が
そ
ろ
え
ば
よ
く
、
人

員
は
余
れ
ば
切
れ
ば
よ
い
、

そ
れ
く
ら
い
の
認
識
な
の
で

あ
ろ
う
。
い
ま
企
業
の
役
員

は
短
期
的
に
自
身
の
任
期
中

だ
け
数
字
を
達
成
し
業
績
連

動
報
酬
を
得
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
本
当
に
す
べ
き
事
は

中
長
期
的
な
従
業
員
の
処
遇

改
善
と
人
材
定
着
で
あ
る
。

（
Ｓ
）

裁判・労働委員会スケジュール

以下に今後のスケジュールをお知らせします。

定年後再雇用不当労行為事件 6/26(木)10:30 中央労働委員会会議室

定年後再雇用賃金差別裁判 3/18日（火）に和解が成立しました。

夏
ボ
ー
ナ
ス
回
答
出
る

バ
ン
ド
７
以
下
一
般
職

推
定

昨
年
を
大
幅
に
上
回
る

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

平
均
１
，
１
５
５
，
０
０
０
円

キ
ン
ド
リ
ル
ジ
ャ
パ
ン

平
均
１
，
０
４
６
，
０
０
０
円



(3)２０２５年６月２日 か い な 第２４６６号

★ 「かいな」の更新情報をメールで購読できます。「組合 かいな」で検索★ 「かいな」のバックナンバーがWEBで読めます。「組合 かいな」で検索

２０２５年６月２日 か い な 第２４６６号(2)

憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日

（
土
）
、
憲
法
施
行
か
ら
78

年
を
迎
え
、
全
国
各
地
で
集

会
や
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
江
東
区
・
有
明
防
災
公

園
で
は
「
未
来
を
変
え
ら
れ

る
！
戦
争
で
は
な
く
平
和
な

く
ら
し
！
２
０
２
５
憲
法
大

集
会
」
（
平
和
と
い
の
ち
と

人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集
会

実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
３
万
８
千
人
（
主
催

者
発
表
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
民
運
動
で
平
和
を

実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

菱
山
南
帆
子
さ
ん
は
、
「
本

日
の
憲
法
集
会
は
、
共
同
で

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
10

年
目
の
節
目
の
年
。
度
々
の

改
憲
の
危
機
を
は
ね
返
し
て

こ
れ
た
の
は
、
粘
り
強
い
市

民
運
動
が
あ
っ
た
か
ら
。
憲

法
で
平
和
を
つ
く
り
出
そ
う
」

と
力
強
く
挨
拶
し
ま
し
た
。

核
廃
絶
の
願
い

昨
年
末
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本

被
団
協
）
の
田
中
煕
巳
代
表

委
員
は
「
13
才
の
時
に
被
爆

し
た
。
そ
の
惨
状
は
心
に
焼

つ
い
て
離
れ
な
い
。
こ
こ
数

年
、
世
界
は
核
戦
争
が
始
ま

る
か
も
し
れ
な
い
危
険
な
状

況
に
あ
る
。
被
団
協
は
核
兵

器
を
絶
対
に
試
用
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
規
範
を
し
め

し
て
き
た
。
戦
争
も
核
兵
器

も
な
い
世
界
を
と
い
う
願
い

を
皆
さ
ん
が
引
き
継
い
で
ほ

し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

憲
法
の
大
切
さ

集
会
後
、
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
憲

法

世
界
に
平
和
を
」
、

「
軍
拡
で
は
な
く

い
の
ち
・

く
ら
し
」
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等

い
ま
す
ぐ
実
現
」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ

た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
デ

モ
行
進
で
憲
法
の
大
切
さ
を

訴
え
ま
し
た
。

生
き
や
す
い
社
会
と
は

同
日
一
方
で
、
石
破
総
理

大
臣
が
「
自
民
党
の
改
正
案

で
緊
急
事
態
対
応
と
自
衛
隊

の
明
記
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
改
憲
の
考
え

を
示
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
日
本
が
80
年

間
も
戦
争
を
し
な
い
で
こ
ら

れ
た
の
は
、
憲
法
９
条
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
日
本
国
憲
法

は
、
国
民
主
権
・
基
本
的
人

権
の
尊
重
・
平
和
主
義
の
三

つ
を
基
本
原
理
に
し
て
い
ま

す
。
憲
法
集
会
で
は
、
ジ
ェ

広
島
長
崎
に
向
け
て
出
発

５
月
６
日
（
火
）
全
国
か

ら
被
爆
地
広
島
・
長
崎
を
目

指
し
て
歩
く
２
０
２
５
年
原

水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

が
出
発
し
ま
し
た
。
東
京
❘

広
島
コ
ー
ス
で
は
冷
た
い
雨

の
中
、
東
京
都
江
東
区
・
夢

の
島
の
第
五
福
竜
丸
前
で
出

発
集
会
が
行
わ
れ
、
約
６
０

０
人
が
参
加
。
被
爆
者
と
被

爆
２
世
・
３
世
を
先
頭
に
核

兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
、

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
て
、
東

京
都
千
代
田
区
に
あ
る
日
比

谷
公
園
ま
で
の
道
の
り
を
行

進
し
ま
し
た
。

核
廃
絶
と
国
家
補
償
を

昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

ン
ダ
ー
平
等
や
ひ
と
り
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
、
格
差
と
貧
困
の
是
正
を

目
指
す
社
会
の
実
現
も
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら

が
生
き
や
す
い
社
会
か
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

を
受
賞
し
た
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
（
被
団
協
）

の
家
島
昌
志
代
表
理
事
は
、

「
被
爆
者
は
核
兵
器
廃
絶
と

国
家
補
償
を
求
め
て
き
た
。

戦
争
被
害
者
、
核
兵
器
被
害

者
を
一
切
保
障
し
な
い
態
度

は
日
本
政
府
だ
け
。
今
年
は

被
爆
80
年
、
核
廃
絶
の
世
論

が
盛
り
上
が
る
好
機
。
一
歩

で
も
近
づ
く
よ
う
に
と
も
に

努
力
し
よ
う
」
と
語
り
か
け

ま
し
た
。

差
別
と
偏
見

東
京
の
被
爆
者
団
体
、
東

友
会
の
被
爆
者
か
ら
は
、

「
被
爆
後
す
ぐ
、
千
葉
県
に

疎
開
し
た
。
小
学
生
の
時
は
、

誰
も
寄
っ
て
こ
ず
、
友
達
が

ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
。
そ

し
て
お
見
合
い
は
30
回
以
上

し
、
理
由
も
告
げ
ず
に
、
断

ら
れ
た
。
ど
ち
ら
も
本
当
の

理
由
は
、
被
爆
者
だ
か
ら
。

他
に
も
多
く
の
偏
見
や
差
別

を
経
験
し
て
き
た
。
わ
た
し

た
ち
で
最
後
に
し
て
ほ
し
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

政
治
・
社
会
を
変
え
よ
う

東
京
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
高
校
生
は
、
３
月
に
外

務
省
へ
核
兵
器
禁
止
条
約
に

参
加
を
求
め
る
２
万
筆
超
の

署
名
を
提
出
し
た
が
、
「
日

本
に
は
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘

が
あ
る
」
、
「
核
兵
器
禁
止

条
約
に
核
保
有
国
が
参
加
し

て
い
な
い
か
ら
意
味
が
な
い
」

と
外
務
省
職
員
か
ら
言
わ
れ
、

失
望
し
た
。
政
治
を
変
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
気
付
か

さ
れ
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
思
表
示
は
絶
対
に
政
治
を
、

社
会
を
変
え
ら
れ
る
。
と
も

に
広
げ
、
核
兵
器
を
な
く
す

た
め
に
社
会
を
変
え
よ
う
と

発
言
し
ま
し
た
。

今
号
、
次
号
の
２
回
に
わ

た
り
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
宇
野
沢
組

鉄
工
所
支
部
の
た
た
か
い
を

連
載
し
ま
す
。

筆
者
は
、
宇
野
沢
組
支
部

が
所
属
す
る
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東

京
地
方
本
部
・
南
部
地
区
協

議
会
の
小
泉
隆
一
議
長
で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

２
０
２
５
年
３
月
６
日

（
木
）
は
、
宇
野
澤
組
鐵
工

所
（
社
名
：
旧
漢
字
。
以
下
、

会
社
と
い
う
）
で
働
く
な
か

ま
に
と
っ
て
、
と
て
も
う
れ

し
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
会

社
か
ら
、
約
５
０
０
０
円

（
平
均
）
の
定
期
昇
給
に
加

え
て
、
24
年
ぶ
り
に
正
社
員

１
万
円
、
定
年
再
雇
用
社
員

６
５
０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
回
答
を
引
き
出
し
た
か
ら

で
す
。

「
製
造
部
門
の
過
去
７
年

間
分
の
累
積
赤
字
約
17
億
円

を
解
消
す
る
ま
で
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
の
検
討
は
し
な
い
」
と
い

う
会
社
の
「
方
針
」
を
受
け

た
24
春
闘
。
そ
こ
か
ら
一
年

間
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
宇
野
沢
組

鉄
工
所
支
部
（
支
部
名
：
常

用
漢
字
）
と
南
部
地
協
（
以

下
、
組
合
と
い
う
）
は
、
た

た
か
い
の
旗
を
降
ろ
さ
ず
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
追
求
し
続
け
ま

し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
一
言
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
異
常
な
物
価
高

騰
に
よ
り
生
活
が
極
め
て
苦

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴

え
る
職
場
の
な
か
ま
の
声
を

集
め
産
別
団
交
で
会
社
に
紹

介
し
、
「
方
針
」
表
明
後
は
、

怒
り
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
そ

し
て
「
会
社
表
明
は
事
実
上

の
春
闘
団
交
拒
否
の
不
当
労

働
行
為
」
と
指
弾
し
、
リ
レ
ー

ス
ト
ラ
イ
キ
や
東
京
地
本
未

解
決
支
部
激
励
ス
ト
ラ
イ
キ

を
決
行
し
て
き
ま
し
た
。

続
く
24
夏
闘
、
秋
闘
、
冬

闘
で
「
第
三
者
機
関
へ
の
提

訴
も
辞
さ
な
い
こ
と
」
を
表

明
し
、
会
社
に
「
方
針
」
撤

回
を
迫
る
産
別
団
交
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
25
春

闘
で
「
シ
ー
ル
投
票
」
を
行

い
従
業
員
の
多
数
の
思
い
を

可
視
化
し
て
会
社
に
ぶ
つ
け

る
取
り
組
み
が
決
め
手
と
な

り
結
実
し
ま
し
た
。

会
社
に
は
製
造
部
門
と
不

動
産
部
門
の
２
つ
の
セ
グ
メ

ン
ト
が
あ
り
、
長
年
、
不
動

産
部
門
の
黒
字
が
全
体
収
支

を
カ
バ
ー
し
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
会
社
に
は
、
１

９
７
０
年
代
に
全
国
金
属
・

宇
野
沢
組
鉄
工
所
支
部
に
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
組
織
を
潜
入

さ
せ
組
合
を
分
裂
、
新
た
に

立
ち
上
げ
た
従
業
員
組
合

（
以
下
、
従
組
と
い
う
）
に

「
ア
メ
」
政
策
を
続
け
た
こ

と
に
よ
り
生
活
残
業
の
蔓
延

な
ど
職
場
統
制
が
崩
れ
、
生

産
性
悪
化
が
進
み
、
製
造
部

門
が
赤
字
転
落
し
て
い
く
暗

い
過
去
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
も
産
業
構
造
の
変

化
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
着
手
に
よ
る
利

益
率
悪
化
、
新
シ
ス
テ
ム
導

入
時
の
混
乱
で
の
納
期
遅
れ
、

作
業
場
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
で

の
効
率
悪
化
が
次
々
に
起
こ

り
、
黒
字
化
へ
の
道
の
り
は

困
難
の
連
続
で
し
た
。

会
社
は
「
製
造
部
門
が
黒

字
化
す
れ
ば
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

も
可
能
」
な
ど
、
製
造
部
門

の
黒
字
化
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

の
鍵
だ
と
し
て
、
過
去
20
年

に
亘
る
団
交
で
定
昇
の
み
の

回
答
を
押
し
つ
け
て
き
ま
し

た
。赤

字
が
縮
小
し
て
き
た
こ

こ
数
年
は
「
黒
字
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
当
面
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
は
し
な
い
。
一
時
金
で
還

元
す
る
。
そ
の
際
、
会
社
が

利
益
を
溜
め
込
む
よ
う
な
こ

と
は
し
な
い
」
と
言
質
を
後

退
さ
せ
ま
し
た
。

実
際
に
黒
字
化
し
た
23
年

冬
季
一
時
金
は
、
例
年
よ
り

も
若
干
上
積
み
し
２
．
０
カ

月
の
回
答
で
は
あ
っ
た
も
の

の
世
間
並
に
は
程
遠
く
、
か

つ
「
会
社
が
溜
め
込
む
よ
う

な
こ
と
し
な
い
」
と
の
約
束

は
反
故
に
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
は
、
23
年
度
製
造
部

門
通
期
黒
字
化
で
迎
え
た
24

年
春
闘
の
団
体
交
渉
で
、
尚

も
会
社
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に

応
じ
な
い
頑
な
な
姿
勢
を
続

け
る
こ
と
に
抗
議
し
、
黒
字

化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
行
わ
な
い
明
確

な
理
由
を
示
す
よ
う
追
求
し

ま
し
た
。

す
る
と
会
社
は
「
過
去
７

年
間
の
製
造
部
門
に
お
け
る

累
積
損
失
（
約
17
億
円
）
を

償
却
完
了
す
る
ま
で
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
実
施
し
な
い
方
針

で
あ
る
。
償
却
完
了
後
に
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
検
討
す
る
」
と

の
回
答
に
至
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
許
せ
ば
、
製
造
部

門
の
黒
字
化
を
目
指
し
奮
闘

を
続
け
て
き
た
職
場
の
な
か

ま
の
努
力
が
蔑
ろ
に
さ
れ
、

定
昇
だ
け
で
は
今
後
十
数
年

間
に
亘
り
実
質
賃
金
が
低
下

し
続
け
ま
す
。
組
合
は
、
産

別
団
交
で
「
何
度
も
前
言
を

反
故
に
す
る
会
社
の
姿
勢
は

許
さ
れ
な
い
」
、
「
不
動
産

部
門
の
利
益
に
よ
り
会
計
上

の
累
損
は
存
在
し
な
い
。
製

造
部
門
に
限
定
し
た
累
積
損

失
を
理
由
に
従
業
員
の
厳
し

い
生
活
を
顧
み
ず
、
過
去
の

累
積
赤
字
の
責
任
を
従
業
員

に
転
嫁
す
る
経
営
姿
勢
を
認

め
る
訳
に
は
い
か
な
い
」
、

「
今
後
の
春
闘
で
組
合
が
物

価
高
騰
対
策
や
生
活
改
善
の

た
め
に
賃
金
引
上
げ
を
要
求

し
て
も
、
会
社
が
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
の
検
討
す
ら
せ
ず
拒
否
し

続
け
る
こ
と
を
予
告
し
た
の

は
事
実
上
の
団
交
拒
否
で
あ

る
」
と
猛
然
と
抗
議
。
妥
結

せ
ず
に
た
た
か
い
を
継
続
す

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

24
夏
闘
で
は
会
社
か
ら
２
．

３
か
月
の
回
答
を
引
き
出
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
当
面
こ

の
水
準
を
維
持
し
た
い
旨
の

表
明
を
受
け
ま
し
た
。
組
合

か
ら
「
そ
れ
は
予
算
の
賞
与

引
当
金
を
こ
れ
ま
で
の
２
カ

月
か
ら
２
．
３
カ
月
に
上
げ

る
と
言
う
こ
と
か
」
の
質
問

に
対
し
、
会
社
が
「
そ
う
い

う
こ
と
だ
。
収
益
に
多
少
の

ブ
レ
が
あ
っ
て
も
維
持
し
た

い
」
と
の
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
こ
と
は
組
合
が
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
実
現
を
追
求
し
て

き
た
一
つ
の
成
果
の
現
れ
で

し
た
。
22
年
夏
ま
で
の
数
十

年
間
、
２
カ
月
を
下
回
る
１
．

４
カ
月
～
１
．
８
カ
月
が
常

態
化
し
て
い
た
こ
と
を
見
れ

ば
、
改
善
が
進
ん
だ
こ
と
は

確
か
で
す
。
し
か
し
、
漸
く

世
間
水
準
に
追
い
つ
い
て
き

た
と
い
う
の
が
職
場
の
な
か

ま
の
受
け
止
め
で
し
た
。

(

次
回
に
つ
づ
く
）

24
年
ぶ
り
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
現
し
た

宇
野
沢
組
鉄
工
所
支
部
の
た
た
か
い
（
連
載
①
）

組 合 な ん で も 相 談 窓 口
会社名 事業所名 職 場 名 氏名 電話番号

IBM 箱崎 ＩＳＥＬ 大岡 義久 090-5243-3082

Kyndryl 六本木 サービスエクセレンス 笹目芳太郎 080-5915-6329

IBM 大阪 ＴＬＳ 河本 公彦 080-5915-5204

IBM 箱崎 テクノロジー事業部 大場 伸子 080-6706-4650

事務所

連絡先

TEL 03-3583-9037 (月水金 13-16時・除休日) FAX 03-5562-0853

メール: kumiai@jmitu-ibm.org WEB: https://www.jmitu-ibm.org/

注）上記窓口は事業所にこだわらず、連絡のとれる電話番号へどうぞ

法律相談 労働問題・民事一般相談受付（要予約）

東京法律

事務所

弁護士 水口洋介、今泉義竜、本田伊孝 http://tokyolaw.gr.jp/

東京都新宿区四谷1-4 四谷駅前ビル TEL 03-3355-0611(代)

旬報法律

事務所

弁護士 大熊政一、山内一浩、並木陽介 http://junpo.org/

東京都千代田区有楽町1-6-8松井ビル 受付7F TEL 03-3380-5311(代)

桜木町
法律事務所

弁護士 岡田 尚

横浜市中区山下町207-2 関内JSビル6階 TEL 045-212-1503

ほづみ
法律事務所

弁護士 穂積匡史 http://hozumi-shinyuri.jp/ TEL 044-959-3550

川崎市麻生区上麻生1-6-1 かわしん新百合ヶ丘ビル305号

５
月
３
日

憲
法
集
会

憲
法
で
平
和
を
つ
く
ろ
う

５
月
６
日

被
爆
80
年
国
民
平
和
大
行
進

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
て


